
2022年（令和4年）７月24日　　（2）第258号 あ か し 市 議 会 だ よ り

梅　田　宏　希（公明党）
①新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付
金の取扱い　②地域未来投資促進法による二見町人
工島の緑地面積率と環境施設面積率の緩和　③明石
市の動物愛護行政
竹　内　きよ子（明石かがやきネット）
①新型コロナウイルス感染症　②本市の小学校・中学
校が抱える各種課題とその対応
三　好　　　宏（自民党 真誠会・代表質問）
①明石市役所組織体制の課題　②あかし生活・地域
経済応援キャンペーン　③兵庫県や近隣他都市との
連携
佐々木　　　敏（公明党）
①教育施設等での照明設備のＬＥＤ化  ②高齢者施策
の充実を　③自治会活動への、より一層の支援を　　
④市の部署の配置
吉　田　秀　夫（明石かがやきネット）
①明石市職員の定年年齢の引上げ　②ゼロカーボン
シティ明石の実現　③踏切道での視覚障害者の誘導
穐　原　成　人（自民党 真誠会）
①市役所庁舎建て替え　②市役所内部の決裁規程　
③中学校制服（明石市標準服）
松　井　久美子（公明党）
①成年年齢１８歳に引き下げ　②「困難な問題を抱え
る女性への支援に関する法律」が成立したことを受け
た今後の本市の取組　③リトルベビーハンドブック
（低出生体重児の記録）の普及
灰　野　修　平（自民党 真誠会）
①本市の公式ホームページ内の「ようこそ市長室へ」
及び市長への意見箱　②公立中学校等における運動
部活動の地域移行
飯　田　伸　子（公明党）
①明石市営住宅への入居機会の拡大　②明石市立市
民病院再整備への取組
千　住　啓　介（自民党 真誠会）
①「議員提出議案第４号　明石市工場立地法地域準
則条例制定のことの再議」の議決に対する審査申立て
に係る裁定書　②市民の安心安全をつくる公共インフ
ラ事業
国　出　拓　志（公明党）
①保育行政　②教育行政　③ヤングケアラー
林　　　健　太（自民党 真誠会）
①安全で安心して暮らせるまちづくり　②学校給食
井　藤　圭　順（自民党 真誠会）
①コミュニティセンターのトイレ　②明石市の文化財
と明石公園
寺　井　吉　広（自民党 真誠会）
①ギャンブル等依存症対策　②子どもの居場所づく
り　③「明石市スポーツ推進プラン」の策定　
楠　本　美　紀（日本共産党）
①安全安心の学校給食　②風通しが良くなる、市内
中学校の校則見直し　③乳幼児期における発達障が
い児に対する施策
森　　　勝　子（維新の会）
①西明石活性化　②動物さっ処分ゼロに向けて　　
③市民からのパワハラ相談
家根谷　敦　子（スマイル会）
①誰もが住みやすいまちづくり
宮　坂　祐　太（フォーラム明石）
①予算編成過程
丸　谷　聡　子（かけはしＳＤＧｓ）
①自然環境を損なわない適正な地球温暖化対策の取
組　②市民参画と協働で拓く新しい公共の取組　　
③県立明石公園の自然環境保全の在り方
辻　本　達　也（日本共産党）
①ジェンダー平等の推進　②工場緑地面積率の緩和
③市政の諸課題
北　川　貴　則（維新の会）
①コロナに負けない生活支援と福祉の充実　②「安全
なまち明石」の実現のための危機管理　③健全財政と
人口増策
６月20日質疑
石井宏法（自民党 真誠会）
◎議案第59号　令和４年度明石市一般会計補正予算
（第４号）

６月30日質疑
辻本達也（日本共産党）
◎地方税法上の守秘義務調査特別委員会調査報告（委
員長報告）
辻本達也（日本共産党）
◎発言の一部取り消しのこと

　

６
月
16
日
、
17
日
、
20

日
の
本
会
議
で
は
、
21
人

の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
、
市
の
見
解
を
求
め
ま

し
た
。
ま
た
、
20
日
と
30

日
に
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

発
言
者
と
質
問
項
目
の
一

覧
は
下
段
に
、
主
な
内
容

は
２
面
か
ら
５
面
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
本
会
議
の
録

画
映
像
を
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

発　言　者　一　覧
−発言順−（　）は会派名

問　
市
役
所
庁
舎
の
建
て
替

え
に
つ
い
て
、
国
の
財
政

支
援
の
適
用
期
限
内
に
設

問　
成
年
年
齢
が
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
、
親
の
同
意

な
く
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
作
成
や
賃
貸
契
約
な
ど

を
結
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
消
費
者
被
害
の
拡
大

が
懸
念
さ
れ
る
。
消
費
者

教
育
が
重
要
だ
が
、
学
校

で
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

答　
成
年
で
あ
る
18
歳
に
は

高
校
３
年
生
が
含
ま
れ
る
。

契
約
や
取
引
の
経
験
な
ど

が
少
な
い
た
め
、
悪
質
業

者
の
標
的
に
さ
れ
や
す
い
。

被
害
防
止
に
は
、
早
期
の

消
費
者
教
育
が
重
要
で
あ

る
。
小
学
校
で
は
金
銭
の

大
切
さ
や
購
入
物
の
選
び

方
な
ど
の
基
本
的
な
学
習
、

中
学
校
で
は
計
画
的
な
金

銭
管
理
の
必
要
性
や
売
買

契
約
の
仕
組
み
、
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
の
学
習
を
し
て

い
る
。
高
校
で
は
消
費
者

教
育
を
行
い
、
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め

の
冊
子
を
３
年
生
に
配
布

し
て
い
る
。
今
後
は
、
消

費
生
活
相
談
機
能
の
充
実

や
被
害
者
救
済
等
を
含
む

総
合
的
な
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
る
。

計
を
完
了
で
き
る
の
か
。

進
ち
ょ
く
状
況
を
問
う
。

答　
市
役
所
新
庁
舎
は
、
令

和
２
年
度
中
に
基
本
設
計

の
完
了
を
予
定
し
て
い
た
。

し
か
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
市

民
説
明
会
が
中
止

と
な
り
、
基
本
設

計
に
必
要
な
市
民

意
見
の
反
映
が
で

き
な
く
な
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、

設
計
の
策
定
を
延

期
し
た
。
国
の
財

政
支
援
で
あ
る
市
町
村
役

場
機
能
緊
急
保
全
事
業
は
、

基
本
設
計
を
４
年
度
末
、

実
施
設
計
を
５
年
度
末
ま

で
に
完
了
す
れ
ば
適
用
可

能
と
の
回
答
を
県
か
ら
得

て
い
る
。

　
　
現
在
、
基
本
設
計
に
対

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
や
市
民
意
見
を
踏
ま
え

な
が
ら
見
直
し
作
業
を
進

め
て
い
る
。
今
後
は
、
４

年
度
中
に
基
本
設
計
を
策

定
し
、
５
年
度
末
ま
で
に

実
施
設
計
を
完
了
さ
せ
、

国
の
財
政
支
援
が
適
用
さ

れ
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

市役所新庁舎の整備
近づく国の財政支援の適用期限
今年度中に基本設計策定へ
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問　
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症

に
対
す
る
本
市
の
取
り
組

み
と
条
例
制
定
の
考
え
に

つ
い
て
聞
く
。

答　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

関
）
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等

問　
予
算
編
成
過
程
に
お
い

て
、
貴
重
な
税
金
を
ど
の

よ
う
に
配
分
し
、
活
用
し

て
い
る
の
か
、
積
極
的
に

公
表
す
る
こ
と
が
市
民
か

ら
の
理
解
と
賛
同
を
得
る

た
め
に
必
要
と
考
え
る
。

市
の
認
識
を
聞
く
。

答　
本
市
は
、
こ
ど
も
を
核

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
す

べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
方
針
の
も
と
、

事
業
ご
と
に
、
必
ず
実
施

す
る
、
す
る
方
が
望
ま
し

い
、
し
て
も
し
な
く
て
も

よ
い
、
し
て
は
い
け
な
い

の
４
つ
に
分
け
て
い
る
。

こ
の
中
で
、
実
施
す
る
方

が
望
ま
し
い
事
業
は
、
判

断
が
難
し
く
、
緊
急
性
や

必
要
性
に
加
え
、
よ
り
コ

ス
ト
を
抑
え
る
方
法
が
な

い
か
代
替
手
段
を
検
討
し
、

優
先
順
位
を
付
け
て
い
る
。

　
　
新
年
度
予
算
編
成
状
況

に
つ
い
て
は
、
毎
年
１
月

下
旬
に
議
員
へ
の
説
明
会

を
開
催
し
た
後
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し

て
い
る
。
で
き
る
限
り
公

表
す
る
と
の
考
え
の
も
と
、

今
後
さ
ら
に
、
ど
の
段
階

で
、
ど
の
よ
う
な
公
表
が

で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

問　
県
立
明
石
公
園
の
今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て
問
う
。

答　
明
石
公
園
は
、
歴
史
や

豊
か
な
自
然
が
残
る
市
民

の
身
近
な
憩
い
の
場
で
あ

る
が
、
行
き
過
ぎ
た
樹
木

伐
採
や
ボ
ー
ト
料
金
の
値

上
げ
な
ど
、
市
民
の
利
用

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

策
基
本
法
を
施
行
し
、
そ

の
翌
年
に
対
策
推
進
基
本

計
画
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
一
定
の
治
療
行
為
に

対
し
て
健
康
保
険
を
適
用

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
　
本
市
は
、
同
法
に
基
づ

き
、
あ
か
し
保
健
所
に
相

談
窓
口
を
設
置
し
て
対
応

し
て
き
た
。
今
後
は
、
当

事
者
や
家
族
の
抱
え
て
い

依
存
症
を
ギ
ャ
ン
ブ
ル
障

害
の
名
称
で
、
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
と
同
じ
精
神
疾

患
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
。
国
は
、
平
成
30
年
に

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対

る
問
題
を
整
理
し
、
事
情

に
応
じ
て
関
係
機
関
に
つ

な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
市
民
相

談
室
に
設
け
た
い
。

　
　
条
例
制
定
は
、
継
続
的

な
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
に
有
効
だ
が
、
ま
ず
は
、

相
談
実
績
を
積
み
、
論
点

整
理
な
ど
を
行
っ
た
上
で

検
討
を
始
め
た
い
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
へ
の
対
応

　
　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置
へ

実
績
を
検
証
し
条
例
制
定
を
検
討

成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ

　
消
費
者
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
教
育
が
重
要

小
学
校
か
ら
段
階
的
に
実
施

予
算
編
成
の
過
程

市
民
理
解
を
得
る
た
め

で
き
る
限
り
公
表
を

題
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の

た
め
本
市
は
、
市
民
に
と

っ
て
望
ま
し
い
公
園
の
在

り
方
を
検
討
す
る
た
め
、

４
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
設
置
し
た
。

　
　
本
チ
ー
ム
は
、
史
跡
保

護
と
自
然
環
境
の
調
和
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
在
り
方

な
ど
を
検
討
し
て

い
る
。
ま
ず
は
対

応
を
急
ぐ
陸
上
競

技
場
の
レ
ー
ン
改

修
問
題
に
つ
い
て
、

関
係
団
体
な
ど
か

ら
順
次
、
意
見
聴

取
を
行
い
、
提
言

に
反
映
さ
せ
た
い
。

　
　
現
在
、
兵
庫
県

も
（
仮
称
）
県
立
都
市
公

園
の
あ
り
方
検
討
会
の
設

置
準
備
を
進
め
て
い
る
。

随
時
、
県
と
情
報
共
有
し
、

必
要
な
要
望
提
言
を
行
い
、

市
民
に
と
っ
て
よ
り
良
い

公
園
と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

老朽化が進む現庁舎

県立明石公園
今後の在り方を検討

プロジェクトチーム設置

公園内のスポーツ施設についても協議


